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ご 協 力 の お 願 い  

 

 日頃から、市政へのご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 
 さいたま市は、男女が互いに人権を尊重しあい、個性と能力を発揮することができる男
女共同参画社会の実現をめざして、さまざまな取り組みを進めています。 
 この調査は、さいたま市で初めて行うもので、市民の皆様の男女共同参画に関するご意
見を幅広くおうかがいし、今後の施策を検討するうえでの基礎的な資料とさせていただく
ことを目的に実施いたします。 
 調査にあたっては、市内にお住まいの２０歳以上の市民の皆様の中から 5,000 人を無作
為に選び、ご協力をお願いしています。また、この調査には、お名前を書いていただく必
要はありません。お寄せいただいた回答は統計的に処理しますので、ご迷惑をお掛けする
ことは一切ございません。 
 お忙しい中、誠にお手数ですがご協力くださいますようお願い申し上げます。 
 

平成１８年８月 
さいたま市長 相 川 宗 一 

 
 

《調査票の記入方法について》 

 

１．調査票への記入は封筒のあて名のご本人にお願いいたします。 

２．回答は、質問ごとにあてはまる番号を選び、番号を○で囲んでください。 

３．回答数は（  ）内に示すとおりに、「その他」の場合は（  ）内に具体的に記入してくだ

さい。 

４．記入が済みました調査票は、同封の返信用封筒に入れて、 

                ８月２１日（月）までに投函してください。 
５．この調査についてのお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

           さいたま市 市民局生活文化部男女共生推進課  男女共同参画推進担当 

              〒３３０－９５８８   さいたま市浦和区常盤６－４－４ 

              TEL ０４８－８２９－１２３１        FAX ０４８－８２９－１９６９ 

さいたま市 

男女共同参画に関する市民意識調査  

調査票および単純集計結果 
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問１ あなたは、「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担の考え方を、どのように思
いますか。（○は１つ）［N=1931］ 

１ 賛成 6.9    

２ どちらかといえば賛成 35.2   

３ どちらかといえば反対 30.6   

４ 反対 18.3   

５ わからない 6.9    

   （無回答 2.2） 
 

問２ あなたは、次にあげる分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 
（ア～キのそれぞれについて、あてはまる「１～６」に○を１つ）［N=1931］ 

  

男性の方が
非常に優遇
されている 

どちらかと
いえば、男
性の方が優
遇されてい
る 

平等 

どちらかと
いえば、女
性の方が優
遇されてい
る 

女性の方が
非常に優遇
されている 

わからない 

（無回答） 

ア．家庭生活の場 12.7 46.5 22.9 9.3 1.9 4.6 2.1 

イ．学校教育の場 2.0 16.0 61.1 5.3 0.9 11.4 3.3 

ウ．職場 22.9 51.9 11.6 4.7 1.0 5.3 2.6 

エ．政治の場 34.5 41.4 13.4 1.5 0.2 6.0 3.0 

オ．地域活動の場 7.9 31.8 36.4 8.8 1.2 10.2 3.8 

カ．社会通念や慣習 
など 

20.8 52.8 13.2 2.5 0.8 7.0 2.9 

キ．法律や制度上 10.3 36.6 34.9 4.1 0.9 10.8 2.4 

 

Ⅰ 男女平等に関する意識について、おうかがいします。 
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問３ あなたは、次にあげる言葉について、見たり聞いたりしたことがありますか。 
（ア～サのそれぞれについて、あてはまる「１～３」に○を１つ）［N=1931］ 

  

内 容 を 知
っている 

聞 い た こ
と は あ る
が、内容は
知らない 

知らない 

（無回答） 

ア．男女共同参画社会 21.9 45.6 30.7 1.8 

イ．男女雇用機会均等法 63.7 28.7 5.5 2.0 

ウ．育児・介護休業法 59.2 34.1 4.6 2.2 

エ．さいたま市男女共同参画のまちづくり条例 3.4 27.0 67.6 2.0 

オ．さいたま市男女共同参画のまちづくりプラン 2.5 24.5 70.9 2.0 

カ．さいたま市男女共同参画苦情処理制度 1.6 14.0 82.2 2.2 

キ．さいたま市男女共同参画社会情報誌 

「Ｙｏｕ
ゆ

＆Ｍｅ
め

～夢～」 
7.9 18.3 71.6 2.2 

ク．さいたま市男女共同参画推進センター 
（パートナーシップさいたま） 

2.9 16.6 78.2 2.3 

ケ．パートナーシップさいたま広報誌「鐘の音」 1.9 11.1 84.4 2.6 

コ．ジェンダー（社会的性別） 24.4 22.8 50.2 2.5 

サ．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ） 70.5 15.3 12.0 2.2 

 

問４ 今後、男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために、あなたが最も重要だ
と思うことは何ですか。（○は１つ）［N=1931］ 

１ 法律や制度上での見直しを行い、女性差別につながるものを改めること  10.1 

２ 女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること  27.7  

３ 女性自身の経済力保持、知識・技術の習得など、積極的に力の向上を図ること  18.9  

４ 女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図ること  23.6  

５ 政府や企業などの重要な役職に、一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実す 
ること  7.2  

６ わからない  5.2 

７ その他  4.3  

 （無回答 3.0） 
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問５ あなたの家庭では次のことがらを、主にどなたが行っていますか。 
（ア～オのそれぞれについて、あてはまる「１～６」に○を１つ）［N=1931］ 

  

主に 
自分 

自分と配

偶者が同

じくらい 

主に 
配偶者 

主に配偶

者以外の

家族 

家族以外

の人に 
依頼 

あてはま

らない 
(無回答） 

ア．炊事・洗濯・掃除などの家事 49.3 8.9 28.6 5.7 0.3 5.9 1.3 

イ．育児や子どものしつけ 28.0 18.4 16.5 1.6 - 30.5 5.0 

ウ．親や家族の介護 17.7 11.2 9.4 2.5 1.3 52.4 5.4 

エ．自治会などの地域活動 32.7 14.6 19.9 5.6 0.9 22.6 3.7 

オ．子どもの学校行事への参加 29.5 8.6 16.3 1.2 0.2 39.1 5.1 

 

問６ あなたは、今後、男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動などに積極的
に参加していくには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで） 

１ 男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす  37.4 

２ 男性が家事などに参加することに対する女性の抵抗感をなくす  7.3 

３ 夫婦や家族間でのコミュニケーションを積極的に行う  43.0  

４ 年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等についての当事者の考え方を尊重する  19.7 

５ 社会の中で、男性が家事などに参加することに対する評価を高める  41.1 

６ 講習会や研修等を行い、男性の家事、育児、介護の技能を高める  13.5 

７ 男性の仕事中心の生き方、考え方を改める  42.7 

８ 男性が家事などに関心を高めるよう啓発や情報提供を行う  15.4 

９ 男性が子育て、介護、地域活動を行うための仲間（ネットワーク）づくりを進める  20.1 

10 わからない  2.1 

11 その他  4.9 

 （無回答 1.6） 

問７ あなたは、この３年間に次のような地域活動に参加したことがありますか。また、
今後参加してみたい活動は何ですか。 
（ア、イのそれぞれについて、あてはまる「1～9」に○はいくつでも）［N=1931］ 

 自
治
会
・
町
内
会 

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も

会 環
境
保
護
や
リ
サ

イ
ク
ル 

高
齢
者
・
子
育
て
支

援
な
ど
福
祉
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア 

国
際
交
流
・
協
力 

防
災
や
災
害
援
助 

趣
味
・
教
養
・
ス
ポ

ー
ツ 

特
に
な
し 

そ
の
他 

（
無
回
答
） 

ア．参加したことがある 46.7 22.9 16.4 10.1 4.5 13.4 32.5 23.6 0.6 11.6

イ．今後参加したい 9.1 6.5 19.6 21.5 18.4 18.2 32.2 17.3 0.9 21.9

Ⅱ 家庭生活について、おうかがいします。 

［N=1931］
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問８ 一般的に女性が職業をもつことについて、あなたはどうお考えですか。（○は１つ） 

［N=1931］ 
１ 女性は職業をもたない方がよい  1.0 

２ 結婚するまでは職業をもつ方がよい  3.5 

３ 子どもができるまでは、職業をもつ方がよい  6.6 

４ 子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい  28.2 

５ 子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい  48.2 

６ わからない  4.1 

７ その他  6.5 

  （無回答 1.8） 

※以下の問９は、現在働いている方におうかがいします。 

 

問９ あなたの職場では次のことがらについて、男女は平等になっていると思いますか。
（ア～キのそれぞれについて、あてはまる「１～４」に○を１つ）［N=1080］ 

 
 
 

男性の方
が優遇さ
れている 

平等 
女性の方
が優遇さ
れている 

あてはま
らない 

(無回答) 

ア．採用時の条件 31.7 47.0 4.1 10.1 7.1 

イ．賃金 37.0 45.5 0.7 10.0 6.8 

ウ．昇進や昇格 47.5 30.8 1.2 13.1 7.4 

エ．能力評価 34.4 45.0 2.5 10.8 7.3 

オ．仕事の内容 29.3 42.7 10.6 10.2 7.3 

カ．研修の機会や内容 20.9 55.6 1.2 14.5 7.7 

キ．育児休業、介護休業の取得 2.8 23.0 38.6 27.9 7.8 

 

※以下の問 10 は、現在働いていない方におうかがいします。 
 

問10 あなたは、将来働きたいと思いますか。（○は１つ）［N=763］ 

１ すぐにでも働きたい 14.9 ３ 働くつもりはない  39.7 

２ 将来は働きたい 21.4 ４ わからない  9.7 

 

次ページの問 10－１へ 次ページの問 11 へ 

Ⅲ 就業について、おうかがいします。 

(無回答 14.3)
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問10－１ 【問10で「１ すぐにでも働きたい」、「２ 将来は働きたい」とお答えの方にう
かがいます。】 

働きたいと思ったとき、気がかりなことは何ですか。（○は３つまで）［N=277］ 

１ 賃金の条件が合うか 13.0 ９ 家事との両立ができるか 31.4 

２ 勤務時間や雇用形態が合うか 56.0 10 家族の理解が得られるか 6.9 

３ 自分の資格や能力が通用するか 24.5 11 職場の人間関係がうまくいくか 19.5

４ 年齢制限が合うか 37.5 12 自分のしたい仕事に就けるか 32.9 

５ 自分の健康状態や体力 21.3 13 特に気がかりなことはない 1.1 

６ 仕事の受注や資金繰りが安定するか 0.7 14 その他 0.7 

７ 介護や看護の必要な家族がいること 4.7   

８ 保育所（園）や学童保育が利用できるか 10.8  

(無回答)2.9 

 
※ここからは再度、全員の方におうかがいします。 

問11 育児や家族の介護を行うために、法律に基づき育児休業・介護休業・子の看護休暇
を取得できる制度があります。 
あなたは、男性が、この制度を活用することについてどう思いますか。（○は１つ） 

［N=1931］ 
１ 男性も育児・介護休業・子の看護休暇を積極的に取るべきである 15.6 

２ 男性も育児・介護休業・子の看護休暇を取ることは賛成だが、現実的には取りづらい
と思う  76.0 

３ 育児・介護は女性がするべきであり、男性が休業・休暇を取る必要はない  3.0 

４ わからない  2.6 

５ その他  0.9 

(無回答 1.8） 

問11－１ その理由は何だと思いますか。（○は３つまで）［N=1468］ 

１ 周囲に取った男性がいないから  17.0 

２ 職場に取りやすい雰囲気がないから  56.1 

３ 仕事が忙しいから  25.2 

４ 取ると仕事上周囲の人に迷惑がかかるから  45.2 

５ 取ると人事評価や昇給などに悪い影響があるから  25.8 

６ 取ると経済的に困るから  24.9 

７ 男性が取ることについて社会全体の認識が十分にないから  54.7 

８ わからない  0.7 

９ その他  2.2 

(無回答 0.9） 
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問12 女性が一生の間に産む子どもの数は年々少なくなっています。あなたは、その原因
はどこにあると思いますか。（○は３つまで）［N=1931］ 

１ 子育てのための経済的負担が大きいから  60.5 

２ 子育てと仕事を両立させる社会的なしくみ（雇用条件・保育など）が整っていない
から  50.3 

３ 子どもは少なく産んで、十分手をかけて育てたいという人が増えたから  10.2 

４ 子どもよりも仕事や余暇などを充実したいと考える人が増えたから  30.8 

５ 結婚しても、子どもは欲しくないと考える人が増えたから  10.3 

６ 子どもを育てるには肉体的、精神的負担が大きいから  17.9 

７ 出産や育児に対する男性（夫）の理解や協力が足りないから  9.2 

８ 身近に子育てを支援してくれる人がいないから  10.3 

９ 多くの子どもを育てるのに必要な住宅を、市街地や都市部では確保することが難し
いから  12.0 

10 女性の結婚年齢が高くなっており、子どもを産むことができる期間が短くなってい
るから  25.7 

11 結婚しない人が増えているから  30.3 

12 わからない  0.8 

13 その他  4.5 

 
 
問13 一般的に、男女がともに仕事と家庭を両立していくためには、あなたはどのような
条件が必要だと思いますか。（○は３つまで）［N=1931］ 

１ 年間労働時間を短縮する  25.0 

２ 育児休業・介護休業制度を取得しやすい環境をつくる  61.9 

３ 育児や介護のために退職した人を再雇用する  27.7 

４ 育児休業・介護休業中の賃金その他の経済的支援を充実する  44.1 

５ 地域の保育施設や保育時間の延長など保育制度を充実する  41.5 

６ 在宅勤務やフレックスタイム制度など、柔軟な勤務制度を導入する  35.0 

７ 女性が働くことに対し、家族や周囲の理解と協力がある  25.4 

８ わからない  1.9 

９ その他  2.2 

 
 

(無回答 1.4） 

(無回答 1.3） 
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問14 行政や企業の管理職や、審議会委員など政策・方針を決定する場に占める女性の割
合は依然として低くなっています。あなたは、こうした場に女性が進出することにつ
いて、どのように思いますか。（○はいくつでも）［N=1931］ 

１ 意欲と能力のある女性は、どんどん役職に就いてほしい 83.2 

２ 女性も役職に就いた方がよいが、自分の上司は男性がよい 6.1 

３ 女性の特性が生かせる、女性の多い職場や地域活動で、役職に就いた方がよい 34.5

４ 現状では、役職に就くことのできる経験や能力を備えた女性が少ない 19.2 

５ 家事や子育て、介護などの負担が大きいため、女性が役職に就くのは難しい 35.5 

６ わからない 2.2 

７ その他 1.9 

    （無回答 1.5) 
 
問15 あなたは、女性が政策・方針を決定する場に進出するために、どのようなことが必
要だと思いますか。（○はいくつでも）［N=1931］ 

１ 行政の審議会などに女性委員を増やす  34.6 

２ 行政・企業の管理職に女性を増やす  32.7 

３ 自治会など地域団体の長や役員に女性を増やす  16.5 

４ 家事や子育てなど家庭内での責任を男女がバランスよく分かち合う  36.8 

５ 女性が学習・研修・能力開発をする機会を充実させる  31.7 

６ 女性の活動を支援する団体に情報提供したり、活動を支援する  13.6 

７ 男性が男女共同参画について学ぶ機会を充実させる  22.3 

８ 女性自身が政策・方針決定の場に参画することへの関心を高める  46.7 

９ わからない  7.0 

10 その他  2.4 

    （無回答 2.3) 
 
 

Ⅳ 社会参画について、おうかがいします。 
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問16 あなたは、男女共同参画社会を実現するために、学校教育の分野では特にどのよう
なことに力を入れるのがよいと思いますか。（○はいくつでも）［N=1931］ 

１ 男女平等についての授業を行う  31.4 

２ 男女平等についての子ども向け、家庭向けパンフレットを作成する  9.8 

３ 名簿や教室内の座席などについて、男女を分けない  12.6 

４ 学校生活での児童・生徒の役割分担を男女平等にする  35.4 

５ 家庭科などを通じて性別にかかわらず家庭生活に必要な実技を教える  50.0 

６ 性別にかかわりなく、児童・生徒の個性や能力に応じた生活指導・進路指導を行う 50.6

７ 互いの性を尊重しあうことや子どもを産み育てることの大切さを教える  50.4 

８ 女性の校長や教頭を増やす  10.4 

９ 校長や教員などに対し、男女平等についての研修を行う  20.8 

10 学校教育のなかで行う必要はない  1.6 

11 わからない  4.7 

12 その他  3.3 

    （無回答 3.0) 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 学校教育について、おうかがいします。 
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※以下の問１７～１９の設問にある「配偶者など」には、婚姻届を出していない事実
婚や別居中の夫婦、元配偶者のほかに、交際相手も含みます。 

 
問17 あなたは、次のようなことが配偶者などの間で行われた場合、それを暴力だと思い
ますか。（ア～サのそれぞれについて、あてはまる「１～３」に○を１つ）［N=1931］ 

  

どんな場合
でも暴力に
あたると思
う 

暴力にあた
る場合も、
そうでない
場合もある
と思う 

暴力にあた
るとは思わ
ない 

(無回答) 

ア．平手で打つ 60.8 28.9 2.5 7.8 

イ．足でける 79.3 11.3 1.1 8.3 

ウ．体を傷つける可能性のある物でなぐる 88.9 2.6 0.6 7.8 

エ．なぐるふりをして、おどす 52.7 32.3 5.7 9.3 

オ．刃物などを突きつけて、おどす 88.3 2.6 0.9 8.1 

カ．いやがっているのに性的な行為を強要する 72.4 17.0 1.9 8.6 

キ．見たくないのに、ポルノビデオや雑誌を見せる 60.1 23.1 7.6 9.2 

ク．何を言っても長時間無視し続ける 44.5 35.8 11.0 8.7 

ケ．交友関係や電話を細かく監視する 42.7 35.6 12.5 9.2 

コ．「誰のおかげで生活できるんだ」、「かいしょう

なし」と言う 
61.0 24.3 6.4 8.3 

サ．大声でどなる 47.1 38.2 7.0 7.7 

 
これまで、配偶者などがいたことのない方は、１３ページの問 20 へお進みください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅵ 配偶者などからの暴力について、おうかがいします。 
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問18 あなたは、これまでに、あなたの配偶者などに対して次のような行為をしたことが
ありますか。（ア～サのそれぞれについて、あてはまる「１～３」に○を１つ） 

［N=1697］ 

  

何度も 
あった 

1、２度 
あった 

まったく 
ない (無回答) 

ア．平手で打つ 1.9 15.6 78.7 3.7 

イ．足でける 1.2 8.2 86.4 4.1 

ウ．体を傷つける可能性のある物でなぐる 0.4 1.6 93.7 4.4 

エ．なぐるふりをして、おどす 2.0 10.7 83.0 4.2 

オ．刃物などを突きつけて、おどす 0.2 0.6 94.8 4.4 

カ．いやがっているのに性的な行為を強要する 1.4 6.1 88.5 4.1 

キ．見たくないのに、ポルノビデオや雑誌を見せる 0.5 1.9 93.3 4.2 

ク．何を言っても長時間無視し続ける 4.2 22.4 69.5 3.9 

ケ．交友関係や電話を細かく監視する 0.8 5.6 89.1 4.5 

コ．「誰のおかげで生活できるんだ」、「かいしょうなし」

と言う 
1.8 8.1 86.0 4.1 

サ．大声でどなる 10.0 32.0 54.4 3.6 

 
 

問18－１ 【問18のうち、１つでも「何度もあった」または「１、２度あった」とお答え
の方にうかがいます。】 あなたが問18であげたような行為をするに至ったきっかけは
何ですか。（○はいくつでも）［N=955］ 

１ 相手が自分の言うことを聞こうとしなかったので、行動でわからせようとした  24.1 

２ いらいらがつのり、ある出来事がきっかけで感情が爆発した  52.4 

３ 相手がそうされても仕方がないようなことをした  36.0 

４ 相手が自分に対して危害を加えてきたので、身を守ろうと思った  6.0 

５ 親しい関係ではこうしたことは当然である  10.1 

６ 覚えていない  4.1 

７ 特に理由はない  3.5 

８ その他  4.4 

    (無回答 2.7) 
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問19 あなたはこれまでに、あなたの配偶者などから次のような行為をされたことがあり
ますか。（ア～ウのそれぞれについて、あてはまる「１～３」に○を１つ）［N=1697］ 

 何度も 
あった 

1、２度 
あった 

まったく 
ない (無回答) 

ア．なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛

ばしたりするなどの身体に対する暴行を受けた 
3.4 13.9 79.4 3.3 

イ．自分や家族に危害が加えられるのではないかと

恐怖を感じた 
2.0 6.0 87.2 4.9 

ウ．いやがっているのに、性的な行為を強要された 2.9 7.9 84.6 4.5 

 
 

問19－１ 【問19のうち、１つでも「何度もあった」または「１、２度あった」とお答え
の方にうかがいます。】 
あなたはこれまでに、その相手の行為によって、命の危険を感じたことがありますか。
（○は１つ）［N=399］ 

１ 感じたことがある  11.0 ２ 感じたことはない  86.2 

    (無回答 2.8) 
 

問19－２ 【問19のうち、１つでも「何度もあった」または「１、２度あった」とお答え
の方にうかがいます。】 
あなたはこれまでに、その相手から受けた行為について、誰かに打ち明けたり、相談
したりしましたか。（○は１つ）［N=399］ 

１ 相談した 23.3 ２ 相談できなかった 8.3 ３ 相談しようとは思わなかった 63.4 

                                   (無回答 5.0) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページの問 19－３へ 次ページの問 19－４へ 
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問19－３ 【問19－２で「１ 相談した」とお答えの方にうかがいます。】 
あなたが相談した人（場所）を教えてください。（○はいくつでも）［N=93］ 

１ 家族・親戚  72.0 

２ 友人・知人  57.0 

３ 警察  7.5 

４ 人権擁護委員  1.1 

５ さいたま市の相談窓口・電話相談など  4.3 

６ さいたま市以外の公的機関  2.2 

７ 弁護士   7.5 

８ 医師・カウンセラー  9.7 

９ 民間の相談機関  － 

10 その他  2.2 

      (無回答 －) 
 
問19－４ 【問19－２で「２ 相談できなかった」、「３ 相談しようとは思わなかった」と
お答えの方にうかがいます。】 
あなたが誰（どこ）にも相談できなかったのはなぜですか。（○はいくつでも） 

［N=286］ 

１ 誰に相談したらよいかわからなかったから  6.3 

２ 恥ずかしくて誰にも言えなかったから  15.4 

３ 相談しても無駄だと思ったから  18.9 

４ 相談したことがわかると、もっとひどい暴力を受けると思ったから  3.5 

５ 相談窓口の担当者の言動により、不快な思いをすると思ったから  1.7 

６ 自分さえ我慢すれば何とかやっていけると思ったから  22.7 

７ 世間体が悪いから  5.6 

８ 他人を巻き込みたくないから  7.0 

９ 思い出したくないから  3.1 

10 自分に悪いところがあると思ったから  26.9 

11 相談するほどのことでないと思ったから  59.1 

12 その他  4.5 

      (無回答 2.8) 
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問20 さいたま市では男女共同参画社会の実現をめざし、さまざまな施策を実施していま
す。あなたは、今後、市はどのようなことに力を入れていくべきだと思いますか。 
（○は３つまで）［N=1931］ 

１ 政策・方針決定過程への女性の参画の拡大  16.2 

２ 男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直し、意識の改革  39.5 

３ 雇用等の分野における男女の均等な機会と待遇の確保  32.2 

４ 男女の職業生活と家庭・地域生活の両立の支援  37.8 

５ 高齢者等が安心して暮らせる条件の整備  41.9 

６ 女性に対するあらゆる暴力の根絶  10.8 

７ 生涯を通じた女性の健康支援  8.8 

８ メディアにおける男女共同参画の推進  8.2 

９ 男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学習の充実  21.0 

10 わからない  5.6 

11 その他  1.6 

      (無回答 5.2) 
 

問 21 さいたま市男女共同参画社会情報誌「Ｙｏｕ＆Ｍｅ～夢～」についておうかがいします。
さいたま市では、平成 13 年から男女共同参画社会情報誌を年に２回発行し、全世帯に
配布しています。 
あなたは、これまでに男女共同参画社会情報誌「Ｙｏｕ＆Ｍｅ～夢～」を読んだことが
ありますか。（○は１つ）［N=1931］ 

１ 読んだことがある 17.4 ２ 読んだことはない  79.7 

      (無回答 2.9) 
 
 
問21－１【問21で「１ 読んだことがある」とお答えの方にうかがいます。】 男女共同参
画社会情報誌「Ｙｏｕ＆Ｍｅ～夢～」を読んだ感想はどうでしたか。（○は１つ）［N=336］ 

１ とても参考になった 7.1 ４ あまり参考にならなかった  9.2 

２ まあまあ参考になった  35.7 ５ 参考にならなかった  4.2 

３ どちらともいえない  35.1   

       (無回答 8.6) 

Ⅶ 市の男女共同参画の推進に関する施策について、おうかがいします。 

ゆ      め

ゆ      め 

ゆ      め
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問21－２【問21で「２ 読んだことはない」とお答えの方にうかがいます。】 
読んだことがない理由は何ですか。（○は１つ）［N=1539］ 

１ 自宅に届いていない（届いていたかもしれないが気がつかなかった） 74.6 

２ 関心がない  12.6 

３ 読む時間がない  6.7 

４ その他  4.1 

      (無回答 2.0) 
 
問22 さいたま市には男女共同参画を推進するための拠点施設として、「さいたま市男女共
同参画推進センター（パートナーシップさいたま）」があります。あなたは、この施設
を利用したことがありますか。 

 （ア～オのそれぞれについて、あてはまる「１～３」に○を１つ）［N=1931］ 

 
利用したことが 

ある 
利用していないが、 
知っている 

知らない 
(無回答) 

ア．電話相談・面接相談 0.6 12.3 81.6 5.4 

イ．各種講座や講演会 1.1 13.2 79.6 6.2 

ウ．情報・資料コーナー 0.7 10.7 81.9 6.7 

エ．交流コーナー 0.4 9.2 83.6 6.8 

オ．会議室・プレイルーム 1.0 8.6 83.5 6.8 

 
 
問23 あなたは、「男女共同参画推進センター（パートナーシップさいたま）」にどのよう
な事業を期待しますか。（○はいくつでも）［N=1931］ 

１ 女性相談窓口の充実  25.2 

２ 男性相談窓口の整備  10.8 

３ 男女共同参画に関する情報の収集・提供  31.3 

４ 講座・講演会などの企画・開催  21.9 

５ 就職講座や起業講座などによる女性の就業支援  23.3 

６ 自主的な学習活動・ＮＰＯ・ボランティアの活動支援  20.6 

７ 男女共同参画リーダーの育成  11.6 

８ 男女共同参画に関する問題の調査・研究の充実  17.8 

９ わからない  24.0 

10 その他  2.4 

      (無回答 7.1) 
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問24 男女共同参画社会の実現にあたってご意見・ご感想がありましたら、ご自由にお書
きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
それぞれについて、あてはまる番号１つに○をしてください。［N=1931］ 

Ｆ１ 性別 １．男性  38.5 ２．女性  56.1      （無回答 5.4） 

１.20～24 歳 4.8 ４.35～39 歳 9.9 ７.50～54 歳 7.8 10.65～69 歳 9.1 

２.25～29 歳 6.9 ５.40～44 歳 9.3 ８.50～54 歳 11.4 11.70 歳以上 12.0 

Ｆ２ 年齢 

３.30～34 歳 9.0 ６.45～49 歳 7.3 ９.60～64 歳 11.5 （無回答 1.0） 

１．会社員・団体職員 28.9 ５．家事専業 22.1 

２．自由業・自営業 7.6 ６．学生 2.5 

３．パート・アルバイト 13.7 ７．無職 14.9 

Ｆ３ 就労状況 

４．公務員・教員 5.7 ８．その他 2.7     （無回答 1.9） 

１.ひとり暮らし 8.0 ４.親と子ども夫婦（2世代世帯） 6.1 

２.夫婦（カップル） 26.8 
５.親と子ども夫婦と孫 7.2 

（3世代世帯） 

Ｆ４ 同居して
いる家族の構成 

３.親と子ども（核家族世帯）48.0 ６.その他 2.5         (無回答 1.5) 

以上で終わりです。お忙しいところ、アンケートにご協力をいただきまして、あ

りがとうございました。ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、

８月２１日（月）までにご投函くださいますよう、お願い申し上げます。

Ⅷ 最後に、あなた自身について、おうかがいします。 
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